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亀岡公園
３/20（金）～４/12（日）

会場

さくらまつり

崎方公園
４/13（月）～５/10（日）

会場

千里ヶ浜海水浴場

４/19（日）
アサリどっさり潮干狩り大会
in千里ヶ浜
会場

　ながさき和牛・いちご・野菜などの農産
物、活魚・鮮魚の水産物、農水産加工品、
園芸品などが販売されます。ステージイベ
ントも盛りだくさんです。

　川内町の千里ヶ浜会場で、毎年大好評の
潮干狩り大会。親子で楽しめるイベントで
す。海鮮バーベキュー（有料：1,000円）も
楽しめます。

田平支所一帯
４/25（土）・26（日）
たびら春まつり

会場

普門寺、風香寺、木ヶ津カトリック教会
木ヶ津公会堂を含む木ヶ津町一帯

４/４（土）・５（日）
木ヶ津千灯篭春まつり

会場

　幟旗が会場周辺に並び、夜には普
門寺・風香寺境内にある100基の石
灯篭と4,000本の竹灯りが幻想的な雰
囲気を醸し出します。

鮎川家・梅ヶ谷津偕楽園・大曲公家
  大曲敦家・川谷家・内野家・志自岐家
熊沢三郎記念館・岡村家・永山邸

４/18（土）・19（日）
平戸お庭めぐり

会場

　市内にある10軒の武家屋敷や旧家
のお庭を一般公開。庭に咲くツツジ
や八重桜が見頃を迎えます。

県立田平公園内
（花のステージ周辺）

３/24（火）～４/12（日）
県立田平公園春まつりさくらまつり・つつじまつり

会場

藤澤　哲也さん　（43歳）
野子町

 ふじ さわ　     てつ   や

　　

小
学
生
の
と
き
か
ら
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
漁

に
出
て
い
た
と
い
う
藤
澤
哲
也
さ
ん
。
海
と
船
、

そ
し
て
釣
り
が
大
好
き
で
、
こ
の
と
き
か
ら
将

来
の
夢
は
漁
師
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
夢
は

一
度
も
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
高
校
卒
業
後
、
藤

澤
さ
ん
は
迷
わ
ず
漁
師
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

１
〜
４
月
は
ヒ
ラ
メ
漁
に
励
ん
で
お
り
、
父
と

弟
の
３
人
で
、
時
化
の
日
以
外
は
ほ
ぼ
毎
日
漁

に
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
午
前
６
時
ご
ろ
出
港

し
、
12
時
間
以
上
漁
に
出
る
こ
と
も
。「
漁
は
実

際
に
海
に
出
て
み
な
い
と
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
。
大
漁
の
と
き
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
獲

れ
な
い
と
き
も
あ
る
。
で
も
、
分
か
ら
な
い
か

ら
こ
そ
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し
、
そ
れ
が
大
漁

と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
ら
う
れ
し
い
」と
漁

の
魅
力
を
語
る
藤
澤
さ
ん
。

　
「
自
分
は
何
し
ろ
漁
が
好
き
な
ん
で
す
。」と
笑

顔
を
見
せ
、「
自
分
の
周
り
に
は
漁
師
仲
間
が

い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、
張
り
合
い
が
出
る
。
漁

は
仲
間
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
や
っ
た
り
も

し
ま
す
。
自
分
は
い
い
先
輩
、
後
輩
に
恵
ま
れ

て
幸
せ
で
す
。
今
後
も
事
故
や
け
が
な
く
、
安

全
に
み
ん
な
が
漁
が
で
き
れ
ば
。
こ
れ
が
ど
ん

な
こ
と
よ
り
大
切
な
こ
と
で
す
。」と
優
し
い
口

調
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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広報ひらど 平成27年３月号 24

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

観光客が乗ったバスを見かけたら、手を振って歓迎の気持ちを表しましょう

平戸市“おもてなし”宣言

「
相
撲
競
技
会
」

消防本部庁舎が移転します
　平成26年３月末から着工しました消防本部庁舎が、今月中旬完
成予定となりました。
　３月25日（水）から新庁舎において、業務を開始しますのでお知
らせします。

〒859-5121　平戸市岩の上町733番地1〔稗田馬場バス停前〕
                            (右地図のとおり)
                            TEL22-3167（変更なし）・FAX22-5179（変更なし）　

　平戸の玄関口、平戸大橋と平戸瀬
戸を望む風光明媚な公園のさくらま
つり。期間中は午後９時まで桜をラ
イトアップします。

つつじまつり

海
が
好
き　

船
が
好
き

海
が
好
き　

船
が
好
き

そ
し
て
何
よ
り　

そ
し
て
何
よ
り　

漁
が
好
き

が
好
き

海
が
好
き　

船
が
好
き

そ
し
て
何
よ
り　

漁
が
好
き
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届け、禁教時代からの想い

　「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の世界遺産登録については、１月16日に政府に

おいて閣議決定され、正式版推薦書が国際連合教育科学文化機関「ユネスコ」に提出

されました。今年の９月にはユネスコの諮問機関である国際記念物遺産会議「イコモス」が

現地調査に入り、来年５月には登録可能かどうか勧告し、その後ユネスコ世界遺産委員

会で審議し決定されます。

　これに先立ち平成27年１月15日～ 22日の８日間、長崎県知事を団長として関係自

治体の首長などで構成する「長崎県訪問団」の一行は、世界遺産登録に向けた支援要

請および、ローマ法王に謁見し「信徒発見150周年および被爆70周年」を迎える長崎へ

の来訪のお願いに、ユネスコの本部があるフランスパリや、ローマ法王庁があるバチカン市国

などを訪問しましたのでご報告申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平戸市長　黒田成彦

　　

続
い
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
セ
ン
タ
ー
長
の
キ
シ
ョ
ー
・
ラ
オ

氏
と
面
談
し
ま
し
た
。
ラ
オ
氏
は
、「
今
回

の
よ
う
に
関
係
自
治
体
の
首
長
が
一
挙
し
て

訪
問
を
受
け
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
こ
と
で

あ
り
光
栄
に
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

の
国
内
推
薦
が
教
会
群
遺
産
に
決
定
し
た

と
の
こ
と
で
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。
長

崎
は
西
洋
と
交
流
し
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
が
、
こ
れ
は
ユ
ネ
ス
コ
の
本
質
と
同
じ
で

あ
り
共
感
で
き
る
。
特
に
、
教
会
群
遺
産

が
表
現
し
て
い
る
歴
史
的
価
値
、
宗
教
的

普
遍
性
は
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
に
則
し
て
お
り
、

世
界
的
な
文
化
普
及
の
持
続
的
発
展
や
異

文
化
交
流
・
対
話
の
観
点
か
ら
も
世
界
遺

産
条
約
に
合
致
す
る
も
の
だ
。
今
回
お
越

し
に
な
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
ト
ッ
プ
に

よ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
サ
ポ
ー
ト
に
期
待
が
感

じ
ら
れ
る
こ
と
も
大
変
共
感
で
き
る
こ
と
で

あ
る
」と
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
に
向
け
て

前
向
き
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
、
ま
ず
パ
リ
の「
ユ
ネ
ス
コ
日

本
代
表
部
」を
訪
れ
、
特
命
全
権
大
使
の

門
司
健
次
郎
氏
と
会
談
し
、
冒
頭
、
中
村

知
事
が
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
私
も
、
こ
の
世
界
遺
産
登
録

が
安
倍
政
権
が
掲
げ
る「
地
方
創
生
」に
お

い
て
、
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
の
活
性
化

対
策
に
大
き
な
活
路
を
見
い
出
せ
る
こ
と

や
、
日
本
人
特
有
の「
宗
教
的
寛
容
性
と

多
様
性
」が
今
日
の
宗
教
間
・
部
族
間
対

立
に
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
門
司
大
使
は
、「
日
本
人
の

宗
教
的
寛
容
性
は
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
多
様

性
と
連
動
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が『
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
』と
し
て
各
国
か
ら
の
高
い
評

価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
バ
チ
カ
ン
市
国
日
本
大
使
館
の
長
崎

輝
章
大
使
の
案
内
で
バ
チ
カ
ン
市
国
を
訪

れ
、「
ロ
ー
マ
法
王
庁
」で
世
界
遺
産
を
所

管
す
る
文
化
評
議
会
の
議
長
で
あ
る
ジ
ャ

ン
フ
ラ
ン
コ
・
ラ
バ
ー
シ
枢
機
卿
な
ど
と

面
談
し
ま
し
た
。
知
事
が
世
界
遺
産
登
録

へ
の
支
援
な
ら
び
に
ロ
ー
マ
法
王
の
長
崎
来

訪
に
つ
い
て
要
請
を
行
い
、
各
枢
機
卿
や

大
司
教
か
ら
は
、
今
後
の
参
考
に
な
る
よ

う
な
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
ロ
ー
マ
法
王
と
謁
見
す

る
機
会
が
あ
り
、
中
村
知
事
と
と
も
に
自

治
体
の
首
長
を
代
表
し
て
私
が
握
手
を
交

わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
村
知
事
が

ロ
ー
マ
法
王
に
対
し
、「
今
年
は
信
徒
発
見

１
５
０
周
年
と
被
爆
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
長
崎
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」と
語

り
掛
け
る
と
、
法
王
か
ら「
あ
り
が
と
う
」

と
返
事
が
寄
せ
ら
れ
、
来
訪
を
願
う
気
持

ち
を
直
接
法
王
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

　
　

  

セ
ン
タ
ー
長
へ
の
訪
問

前列左から２人目がキショー・ラオ氏

バ
チ
カ
ン
の
貴
重
な
助
言

【まとめ】
　今回お会いできたユネスコやバチカンの関係者ならびにそれぞ
れの大使館要人による「長崎の教会群資産」についての評価は極
めて高いものであることを実感しました。その中でも特に日本の「宗
教的寛容性」と特有の「多様性の共生」について、世界平和に貢
献できる文化的価値であるとの期待が表明され、そのための役割
が重要であると認識させられました。
　具体的にはかくれキリシタンが半世紀にわたり弾圧を受けなが
らも伝承してきた奇跡は大きな関心が寄せられており、平戸市な
どに伝わる関連資料があれば「教会群資産」の副次的な資産として効果を発揮できるとの意見が寄せられました。
また、「宗教的寛容性」と「多様性の共生」を具現化する風景として、平戸を代表する「寺院と教会が見える風景」
などはまさに象徴的であり、これらの魅力をもっと積極的に発信すべきだとの提言も寄せられました。従って、長
崎の教会群に含まれる14資産を有する6市2町の自治体の中でも平戸市の果たす役割の大きさを強く認識する
とともに、14資産以外にも世界を魅了する可能性があることを実感しました。

　「日本政府において長崎の教会群資産が正式に推薦されたことに祝意を表したい。また今年

が信徒発見150周年ならびに被爆70周年という節目を迎え、長崎から発信される平和のメッ

セージが世界にもたらすよい影響を期待したい。

　法王は発展途上地域への思いが強くある。2015年はすでに南米のパラグアイ、ボリビア、

ベネズエラなどを訪問する予定であり、他にはアフリカ諸国を念頭に置いておられる。まだ全

てが決まっている訳ではないので年内の長崎県訪問の可能性がないとはいえない。皆様の熱

意をお伝えしたい」

　「世界の他の地区にあるキリスト教関連の遺産や古文書も含め、長崎の教会群関連資産に

ついて、バチカンとして担当者を配置するなど支援体制も含め、ユネスコのボコーバ局長に

正式に意向を伝えてきた。ただしユネスコは宗教的団体ではなく極端な宗教性には批判的な

面がある。従って、今後の戦略としては西欧と日本の融合した文化としての価値を伝えていくべ

きである。16世紀から伝わる東西文化の『対話』として表現できればその価値は高く評価される

ものと思う。

　法王の長崎訪問については、パロリン国務長官の役割が大きい。2015年の法王のスケジュー

ルは未定の部分があるからしっかりとお願いしてみたらどうだろうか」

知事とお話しするローマ法王

枢機卿からの助言

法王庁文化評議会議長
　  ジャンフランコ・
　  ラバーシ枢機卿

　　     国務長官
ピエトロ・パロリン枢機卿

長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の世界遺産登録については、１月16日に政府に

－　世界遺産登録に向けてのヨーロッパ訪問　－

す
う
き
き
ょ
う

左から2人目が門司特命全権大使

も
ん
じ



長崎・佐賀・福岡県が合同で原子力防災訓練実施

　１月24日、長崎・佐賀・福
岡県で、玄海原子力発電所の重
大事故を想定した「原子力防災
訓練」が実施されました。原発
から30km圏内の住民や自治体、
九電関係者など３県から約
5,000人が参加。本市では、船
舶や自家用車による避難・誘導
訓練や、ヘリコプターを使った
負傷者搬送訓練、住民が汚染さ
れていないかを確認する緊急被
ばく医療訓練などが行われまし
た。また、避難訓練に参加した
住民との意見交換が行われたほ
か、原発事故が発生した際にと
るべき行動や、安定ヨウ素剤の
服用方法について医師と薬剤師
から説明があり、参加者は、真
剣な表情で話を聞いていました。
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　１月21日、平戸高校で、「水産教室」（平戸市
漁青連主催）が行われ、１年生の生徒14人が参
加しました。この水産教室は、地元の魚を使っ
て調理することで魚食普及を図ることを目的に
開催したものです。
　郷土料理のアルマドを初めて作る生徒たちは、
平戸市漁青連の皆さんの指導を受けながら、新
鮮なアジを三枚におろし、そのアジをすり身に
してアルマドを作りました。出来上がったアル
マドを半分に切ると、きれいな模様が現れ、み
んなでおいしくいただきました。

初めてのアルマド作りに挑戦

　１月25日、田平町で、「第45回田平町駅伝
大会」（９区間18.3km、女子６区間11.9km）が
開催され、区対抗の部に７チーム、一般の部に
10チーム、女子の部に３チームが参加しました。
沿道からの声援を受けて、選手の皆さんは田平
町内のコースを力走。区対抗の部で、上里区が
見事大会３連覇を達成しました。各部門の優勝
チームとタイムは次のとおり。
【区対抗の部】上里区　１時間７分38秒
【一般の部】猶興館ファイターズ　１時間２分35秒
【女子の部】北松農業高校女子バレー部　56分46秒

上里区が大会３連覇の快挙達成！

文化財を火災から守ろう

　１月27日、「文化財防火デー」の一貫として
生月町の県指定文化財である益富家居宅の敷地
内において毎年恒例の総合防災訓練が開催され
ました。この訓練は、消防団、消防職員が参加
して、万一の際に備えて実施しています。この
日の訓練は、母屋から出火との想定で、通報で
駆けつけた消防団と消防職員が放水訓練を行い
ました。参加した皆さんは、本番さながらの迅
速な行動で訓練を行い、地域の宝である大切な
文化財を守るため、防火・防災の意識向上を図
りました。

　１月27日、生月町の平戸市商工会生月支所
前埋立地で、「市営壱部浦アパート起工式」が開
催されました。現在ある壱部浦アパートは昭和
29年度に建設されましたが、60年経ち老朽化
が激しく、耐震性も不十分なため、場所を移し
新たに建設されます。この日は、事業関係者や
市役所職員など約20人が参加し、神主による
お祓いなどを行い、建設期間中の安全を祈願し
ました。
　新たな壱部浦アパートは、２階建ての２棟
16戸で平成27年９月末の完成予定です。

市営壱部浦アパート起工式

　１月27日から30日まで、「根獅子集落機能
再編協議会」の要請を受けた、静岡県熱海市に
ある「ＭＯＡ美術館」の出張授業が市内の小・中
学校を中心に開催されました。この授業は、子
どもたちに直接本物の「美」に触れる機会を与え
ようと、ＭＯＡの学芸員が全国各地の学校を訪
れ作品についての説明などを行なっています。
今回は、国宝である尾形光琳筆の「紅白梅図屏
風」と野々村人清作の「色絵藤花文茶壷」の複製
品が展示され、参加した生徒たちは、目を輝か
せながら食い入るように作品を見ていました。

国宝のレプリカに大興奮

　１月29・30日、平戸小学校５年生の児童約
70人が自分たちで収穫した米を使って「押しず
しづくり」に挑戦しました。使った米は昨年の
春に市内の水田で田植えをし、秋に収穫したも
のです。この日は、市内の食生活推進改善協議
会６人の指導の下、児童らは各班に分かれ、錦
糸卵を焼いたり、米と具材を型にはめて四角に
成型したり、最後にパセリやでんぶで飾り付け
するなど、みんなで協力しながら押しずしを作
りました。作った押しずしは先生たちにも配ら
れ、みんなでおいしくいただきました。

自分たちで収穫した米でつくりました！

お  がた  こう りん

の　の　むら　にん　せい いろ　え　ふじはな もん ちゃ つぼ

こう  はく ばい  ず  びょう 

ぶ



行司が泣いちゃうよ！
子泣き相撲

　２月３日、最教寺奥の院で、
節分の日の伝統行事である「子
泣き相撲」が開催されました。
　この「子泣き相撲」は、約400
年前に平戸藩初代藩主の松浦鎮
信公が、弟子などの霊に悩まさ
れていたところ、ある時最教寺
に参詣していたら、赤子の泣き
声で亡霊が退散し、その後悩ま
されることがなくなったという
言い伝えがあり、これを起源と
し、毎年開催されています。
　この日は、市内外から256人
の豆力士が東西に分かれて取組
を行いました。今年は例年にな
く、なかなか泣き出す豆力士が
おらず、行司泣かせの取組が続
きました。
　それでも時折泣き出す豆力士
に、観客の皆さんは大きな声援
を送り、会場は大いに盛り上
がっていました。
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　１月 29・30日、平戸文化センターなどで、「第
64 回長崎県公民館大会」が開催されました。こ
の大会は、県内各地の公民館関係者が、今後の公
民館活動のあり方について共に考え、公民館活
動の充実を図ることを目的に開催。「地域と共に
歩む公民館活動」をテーマに、29日には分科会
が、30日には「みんなで楽しいまちづくり」と題
してまちづくり地域フォーラム・かごしま探検
の会　代表理事　東川隆太郎さんの講演が行わ
れ、参加した皆さんは、これからの公民館活動に
どのように生かせるか真剣に考えていました。

さらなる公民館活動の発展のため

　２月１日、川内峠で、「野焼き」が行われました。
この野焼きは、草原の若草の育成を促し緑の景
観を作ることと、山火事を防ぐことを目的に、
消防団や地域住民らが参加して毎年行なってい
る恒例行事。午前９時に火入れが開始されると、
初めは前々日の雨の影響などで勢いが弱かった
炎も、次第に激しく燃え上がり、見物客の皆さ
んは、歓声を上げながら、赤い炎が広がる様子
を写真に収めていました。野焼きを終えた川内
峠は、３月中旬ごろになると新しい草が芽吹き
始め、再び一面が美しい新緑に覆われます。

平戸の春の風物詩「川内峠の野焼き」

如月の生月路を疾走！

　２月８日、「いきつきロード2015」が開催さ
れました。生月支所前をスタートしゴールする
コースで行われ、距離別・学年別・親子で参加
するファミリーの部の全24種目に市内外から
787人が参加しました。この日は非常に冷え込
み、強風が吹く最悪のコンディションでしたが、
参加した皆さんは、沿道の声援にも支えられな
がら、一生懸命ゴールを目指しました。終了後
は、地元の飲食店や団体が出店した、カレーや
ちゃんぽんなどで冷え切った体を温めていまし
た。

　2月10日、田助小学校で、「水産教室」（平戸
市漁青連主催）が行われ、４年生の児童13人が
参加しました。この教室は、平戸市漁青連が、
地元で獲れる魚やその調理法を知ってもらい、
魚を食べる習慣を身につけてもらおうと開催し
たものです。今回は保護者の参加もあり、アジ
の三枚おろしやイカの下処理の方法などを、親
子で体験することができました。調理では、児
童が分量を計って味付けをし、おいしそうなア
ジのムニエル、イカリング揚げなどができあが
りました。

親子でアジの三枚おろしに挑戦

　２月11日、田平町民センターで、「平戸市民
生涯学習講演会」（田平総合型地域スポーツクラ
ブ設立準備委員会主管）が開催され、約250人
が参加しました。講師にロンドン五輪体操金メ
ダリスト内村航平選手の母、内村周子さんを招
き、「『夢を追い続けて･･･』～諦めない！ポジ
ティブに！いつも元気なその秘訣～」と題して
講演。内村さんは、親子で信頼関係を築くこと
の大切さ、子どもを伸ばす秘訣など、自身の子
育ての経験から感じたことなどを、分かりやす
く、ユーモアを交えながら話しました。

子どもから与えられる幸せを感じて

　２月13日～ 15日の３日間、「第64回郡市対
抗県下一周駅伝大会」（42区間407.4km）が開
催されました。２日目の熱戦は、平戸桟橋前を
スタート。スタートの号砲とともに各チームは
一斉に走り出し、平戸瀬戸の潮風を受けながら、
13区間149.5kmのコースを疾走し、２日目の
ゴールのある雲仙市を目指しタスキをつなぎま
した。平戸チームには、ふるさと選手を含め
35人が参加。平戸の誇りを胸に、前回の成績
を上回ることを目指し、選手の皆さんは一生懸
命走り続けました。

ふるさとの誇りを胸に力走



高齢者虐待とは

平戸市の新規発生件数

早期発見・通報に
ご協力お願いします

健康・福祉いきいき通信健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　　高齢者を虐待から守りましょう

～  高齢者にやさしい地域づくりを目指して ～

　高齢者虐待防止法（高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法

律）では、高齢者に対する虐待を発見した場合の通報義務が規定されており、その件数

は全国的に年々増加しています。残念なことですが、本市でも高齢者虐待事案が発生

しています。早期に発見し、第3者が介入することで虐待の深刻化を防ぐことができます。

虐待に気付いたら、速やかに通報するようご協力をお願いします。　　 
                                       　　　　　　　　　    ■お問い合わせ　福祉課高齢者支援班　
　　　　　　　　　　　　　　　　  　（平戸市地域包括支援センター）　☎内線2544

　高齢者虐待は、身体機能や判断能力が低下した高齢者に対して発生する事案が多く、

高齢者自身が通報や相談をしにくい状態にあります。発生場所が家庭内の密室などで、

外部からの発見が難しい事案がほとんどです。虐待のサインとして「アザや傷が頻繁に

見られる」「年金や財産があり経済的に困っているはずがないのにお金がないと訴える」

などです。虐待の発見には、高齢者に身近な親族、介護デイサービスや医療機関従事者、

地域の皆さんの協力（見守り）が必要です。虐待かなと思ったら、地域包括支援センター、

最寄りの市の相談窓口、高齢者支援センター、地区民生委員にご相談ください。誰も

が安心して暮らせる地域づくりに、ご協力をお願いします。

　65歳以上の高齢者に対して、養護者（高齢者を養護する家族、親戚、同居人など）や介護施設従事者（介護サー

ビス事業所や介護保険施設、老人福祉施設の職員など）による次のような行為を高齢者虐待といいます。

○身体的虐待：暴力行為などで身体に傷やアザ、痛みを与える行為　
　例：たたく、つねる、殴る、蹴る、 ベッドに縛り付ける、部屋に鍵をかけ閉じ込めるなど。

○心理的虐待：高圧的な言葉や態度、無視や嫌がらせなどによって苦痛を与えるような行為
　例：怒鳴る、ののしる、悪口をいうなど。

○経済的虐待：財産や金銭の無断借用や、本人が望む金銭使用を理由なく制限するような行為
　例：必要な金銭を渡さない。本人の不動産、年金、預貯金などを本人の意思・利益に反して使うなど。

○介護・世話の放棄・放任：介護や生活の世話を行なっている家族などが、介護や世話を放棄するような行為
　例：食事や水分を与えない。劣悪な環境の中で放置する。必要な介護サービスや医療を理由なく制限など。

○性的虐待：本人の合意もなく性的な行為、わいせつな行為
　例：排泄に失敗の罰として、下半身を裸にして放置するなど。

対応件数

１
０

０
０

１
０

０
１

３
２

５
３

平成24年度
平成25年度

区　分
虐 待 の 種 別

介護・世話の
  放棄・放任 性的虐待経済的虐待心理的虐待身体的虐待

市内で初めて
自主防災組織合同訓練実施

　２月15日、川内浦海岸埋立
地で、大山・川内在・川内浦・
中野大久保・水垂の５地区によ
る「合同自主防災訓練」が実施
されました。自主防災組織が連
携し、広域の訓練を実施したの
は市内で初めての取り組み。５
地区から155世帯、194人が参
加し、消防職員や、地元消防第
６分団員の指導を受けながら、
避難訓練や初期消火訓練、自主
防災資機材取扱訓練、ＡＥＤを
使った応急救護訓練を行い、参
加した皆さんは、真剣な表情で
訓練に取り組んでいました。
　今回の訓練を通して、中野地
区区長会の福海会長は、「自主
防災組織の大切さと訓練の重要
性を住民の皆さんも認識できた。
もしものときも、今回の経験を
生かして、スムーズに行動でき
るようにしたい」と話しました。
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　２月15日、平戸市離島開発総合センターな
どで、「第６回平戸検定試験」が実施されました。
平戸検定は、平戸の歴史文化や自然、人物など
「平戸学」の幅広い分野から出題される検定。初
級・中級・上級の３つの試験区分に、平戸高校
の生徒29人と、東京会場の受験者16人を含め、
合計178人が受験しました。
　上級受験者は、「講習会、受験勉強で学んだ
知識を生かし、試験合格となれば地元ガイドと
しての取り組みも始めてみたい」と今後の意気
込みを話してくれました。

平戸検定で平戸の歴史、文化の奥深さを再認識

　２月16日、平戸文化センターで、「ひらんコ
ンサート～故　町田雅之氏を偲んで～」が開催
されました。多年にわたり、平戸文化協会長を
歴任され、長年音楽を通して地域文化の振興に
尽力された町田さん。当日は生前町田さんと親
交が深かった日本を代表する尺八奏者の田嶋直
士さん、ギタリストの山口修さん、ソプラノ歌
手の山口純子さんを招き、在りし日の町田さん
を偲んで演奏しました。会場には約300人の観
客の皆さんが集まり、一流アーティストの奏で
るハーモニーに酔いしれていました。

ひらんコンサート
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■名　　称

　重要文化的景観「平戸島の文化的景観」

■選定年月日　平成22年2月22日

　　　　　　　（同年8月5日追加選定）

■面　　積　1,455ha

▲獅子の石積み景観

▲丸尾山から春日集落を望む

　風土に根ざして営まれてきた
人々の生活や生業のあり方を表
す景観地を「文化的景観」とい
います。文化的景観は、私たち
が自然と共生する中で育んでき
た日常的な景観だともいえます。
平戸市では、特に重要と認めら
れるものを国の「重要文化的景
観」という文化財として位置づ
け、保全・活用を図る取り組みを推進しています。

　「平戸島の文化的景観」は、かくれキリシタンの伝統を引き継ぎつつ、制約
された土地条件の下で継続的に行われた開墾や伝統的な生活、固有の生業な
どを通じて形成された、棚田や人々の居住地などによって作り上げられた独
特の文化的景観であるとして、獅子や飯良などの町並みに代表される平戸島
西海岸地域や宝亀地区などが、平成22年2月22日に重要文化的景観に選定
されました。

　平戸島の文化的景観は、島という地勢を生かしながら生活や生業を営むと
ともに、各時代において引き継がれ、発展してきたさまざまなタイプの信仰
（仏教、神道、カトリック、かくれキリシタンなど）が並存しつつ独自の文化
的伝統を生み出し、この伝統に基づく社会的・空間的な特性を示す貴重な景
観地であるとして、平成28年に世界遺産登録を目指す「長崎の教会群とキリ
スト教関連遺産」の構成資産【平戸の聖地と集落】に春日集落と安満岳、中江
ノ島が選ばれました。平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）は、16世紀の
宣教師書簡にその集落地名や出来事が書かれているほか、絵図や文献、発掘
調査などを通じて布教期から潜伏期にかけての考古学的遺構やその後の景観
形成の過程を確認することができる貴重な地域です。また、家屋の中に納戸
神を祀り、近年までかくれキリシタン行事
を継続してきた歴史も持っています。私た
ちは、これらの世界的にも貴重な集落や伝
統文化を保全・活用し、後世に引き継いで
いくための仕組みを検討していく必要があ
ります。
【参考・引用文献】
文化的景観保護制度パンフレット（文化庁）

■文化的景観とは

■平戸島の文化的景観

■「世界遺産」として魅力ある風景を未来へ
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～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

■おたのしみ会／７日　  午前10時30分～午前11時30分
　　　　　　　　北部公民館大ホール

■講演会「ペコロスの母に思いを馳せて」／７日　 午後２時～午後４時
　　　　　　　　　　　　　北部公民館大ホール

生

　死体を切り取る殺人事件が発
生した。大学生の孝太郎と元・
刑事の都築は、ネットに溢れる
殺人者の噂を追う。「サンデー毎
日」掲載を単行本化。人気作家・
宮部みゆき待望の新刊です。

『悲嘆の門　上・下』
著／宮部　みゆき
出版社／毎日新聞社
出版年／２０１５.１月

　暮らしの中に盆栽を取り入れてみ
ませんか。季節ごとのミニ盆栽の手
入れの仕方・飾り方などわかりやす
く説明しています。身近な花や木50
種以上を紹介。思わず手に取りたく
なるような盆栽づくりの本です。

『BONSAI感じる・造る・
　　飾る四季のミニ盆栽』
著／山田　香織
出版社／山と渓谷社
出版年／２０１５.２月

　忘れることは、悪いことばかりじゃ
ない。「ペコロスの母に会いに行く」
の著者が、認知症との関わりについ
て前向きに綴っています。単行本未
収録のマンガも掲載。また、３月７
日（土）には、平戸図書館でペコロス
こと岡野氏講演会を開催します。

『「ペコロスの母」に学ぶ
　ボケて幸せな生き方』
著／岡野　雄一、出版社／小学館
出版年／２０１４.１２月

　はなちゃんの保育園は月に一度避
難訓練があります。でも、のんびり
やのはなちゃんはいつも遅れ気味。
東日本大震災の折、園児全員の「奇
跡の脱出」で話題になった岩手県野
田村保育所の実話をもとに、自分で
命を守る大切さが描かれています。

『はなちゃんの
　はやあるきはやあるき』
作／宇部京子、絵／菅野博子
出版社／岩崎書店、出版年／２０１５.１月

　茶道女子・まっちゃんがワープし
た不思議な世界は、自分の小さいこ
ろのひなまつり茶会。裏千家茶道教
授監修の薄茶のお点前解説付きで、
楽しくお茶が学べます。ベストセラー
「わかったさん」シリーズの作者が、
茶道の初めの一歩を応援します。

『おしゃれさんの茶道
　はじめて物語3　ひなまつり編』
著／永井郁子、出版社／淡交社
出版年／２０１５.２月

　若者たちに真心で向き合い、自由
で先進的な教育を施した吉田松陰。
大河ドラマ「花燃ゆ」の主人公・文の
目を通して、兄・松陰や志士たちの
生きざまに触れてみませんか。21歳
のとき平戸に遊学した当地ゆかりの
人物・松陰が身近に感じられます。

『杉文』
作／越水利江子、画／十々夜
出版社／岩崎書店、出版年／２０１４.１２月

■おはなし会／１４日　　午後2時～
　　　　　　　ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●３月の主なもよおし● ●３月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／３日　、10日　～ 24日　、29日　・31日◎休館日／３日　、10日　～７月31日　（予定）火 火火 金 火

土

■春のおたのしみ会／７日　  午前10時～
　ふれあいセンターゆめホール
　　絵本と一緒に楽しく過ごしましょう。皆さんの参
　加をお待ちしています。

土土

土

火日火

南

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

永生平 南 田

田平 大

田

【休館のお知らせ】

◎３月10日（火）～ 24日（火）までの間、システム入れ替え
　および蔵書点検のため、図書館および公民館図書室を休
　館します。
◎平戸図書館は、新図書館開館準備のため、引き続き３月
　25日（水）～７月31日（金）（予定）まで休館します。ご不
　便をおかけしますがご了承ください。



▲子泣き相撲に行ってきました。
最初は泣かずにどうなることかと
思いましたが、どうにかこうにか
泣いてくれました。今から元気に
育ってほしいです。

▲▲子泣き相子 相泣子子泣 相
最初は泣か最初 かは泣初 か最初最 かは泣初初は泣か
思いましたがい思 たましいいましたたが
泣いてくれまい泣 れてくいいてくれれまま
育ってほしいっ育 しいてほってほしいいしいてほ い

例

　１月13日、北松浦半島振興対
策協議会による「北松浦半島振興
ＰＲ号出発式」がＭＲたびら平戸
口駅で開催されました。当日は
田平の平戸口社会館の園児が勇
壮な太鼓を披露し、出発式を盛
り上げました。北松浦半島の自然
景観などの絵画や写真などをＭ
Ｒ車両内に展示し、３月末まで
北松浦半島の魅力をＰＲしてい
ます。

☆まちの話題

ＰＮ  ちょるる
タイトル  泣いたよー

ＰＮ  M．C
タイトル  勝ちました
▲最教寺であった「子泣き相撲」
に参加してきました。緊張して泣
かないかなって思ってましたけど、
見事泣いてくれました。いい思い
出になりました。

菜の花が
いっぱい咲いてたよ！

やっと春が
そこまでやってきた。

　市民の皆さんからの「子育て」に関する情報を紹介しま
す。「親子で楽しめるイベント」や「講座の案内」などを、
広報ひらど編集室までお寄せください。
※掲載できる枠に限りがあります。お寄せいただいた情報
　は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
【あて先】　〒859-5192　広報ひらど「おひさま」コーナー
Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp　FAX　22-5178

子育て情報をお寄せください
■Ｅメールで投稿
　kouhou@city.hirado.lg.jp
　宛にメールを送信。

■郵便で投稿
　〒859-5192（住所不要）
　平戸市役所  広報ひらど
　「写メってみんね。」係
　※プリント写真は「Ｌサ
　　イズ」または「はがきサ
　　イズ」でお送りくださ
　　い。

☆まちの話題！Photoコーナー

　    　 ２月12日、平戸瀬戸市場のいちご観
光農園において、食育をテーマにした「い
ちご狩り」が開催され、田平南小学校の児
童や先生約40人が参加しました。参加し
た皆さんは、夢中になってたくさんのい
ちごを見つけていました。

　 生月小学校の 6 年生が卒業記念製
作として、生月漁港の防波堤に縦４
メートル・横 10 メートルのバショウ
カジキの壁画を完成させました。児童
は昨年の 12 月に完成した壁画をバッ
クに大変満足な様子でした。

▼ ▼

カジキの壁画ができたよ！ いちご見つけた

皆さんからの情報皆さんからの情報を
お待ちしています！お待ちしています！
皆さんからの情報を
お待ちしています！

このコーナーは、広報ひらどの読者の皆さん
とつくるページです。「写メってみんね。」の
投稿写真は、こちらで紹介します。
広報ひらどへの感想や、身近な出来事などの
声もお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民のひろば
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　あなたが撮った写真を広報紙に。
　読者の皆さんが撮った写真を紹介するコーナー「写
メってみんね。 」では、毎回テーマを決めて、それに
まつわる写真を投稿していただきます。投稿は簡単。
カメラや携帯電話、スマートフォンで撮影した写真を、
広報ひらど編集室に送るだけ。メールや郵便でお気軽
にお送りください。投稿をお待ちしています。

　「おひさま」は、平戸で子育てするパパやママを
応援するコーナーです。このコーナーでは、育児に
役立つ情報を提供します。また、親子で遊べる場所
や、親子で参加できる講座など、市民の皆さんから
お寄せいただいた情報もお知らせします。

　たくさんスキンシップが出来るマッサージは、赤
ちゃんを感性豊かに成長させると言われます。専用の
オーガニックオイルを使い、助産師さんが優しく、丁
寧に教えてくれ、育児相談や育児疲れの対処法も教え
てもらえます。どうぞ、お気軽にお電話ください。
○と　き　不定期　はなぞの広場でお知らせしてい
　ます
○ところ　花園保育園（平戸市田
　平町下亀免９６８－１）
○対　象　２ヶ月～１歳半
○内　容　ベビーマッサ
　ージ、ママのマッサージ、
　育児相談　他
○利用料　無料
○お問い合わせ　花園保育園　５７－０７４４

投稿する写真を忘れずに添付して、
○投稿者の氏名（ふりがな）年齢・性別
○投稿者の住所
○ペンネーム
○写真のタイトル
○写真の説明（40文字程度）
を記入して、Eメールか郵便でお送りください

写メってみんね。
子育て応援コーナー

おひさま

▼

投稿締切は

3月19日
木

写メってみんね。２月のお題は
「冬の出来事」でした

今月のお題

「春の訪れ」
　寒い日が続いていますね。春は「別れ」や「出会い」の季
節！イベントでの一コマや、日常の出来事など「春の訪れ」
をお待ちしています。

▲２月15日に、上段の野（小田町）で行われた「野焼き」の一コマ。この野焼きは、２月15日に、上段の野（小田町）で行われた「野焼き」の一コマ。この野焼きは、
若草の育成と害虫駆除などを目的として行われており、野焼きを終えた上段の若草の育成と害虫駆除などを目的として行われており、野焼きを終えた上段の
野は、４月中旬になると、ホタルカズラなどの貴重な植物が花を咲かせます。野は、４月中旬になると、ホタルカズラなどの貴重な植物が花を咲かせます。

▲２月15日に、上段の野（小田町）で行われた「野焼き」の一コマ。この野焼きは、
若草の育成と害虫駆除などを目的として行われており、野焼きを終えた上段の
野は、４月中旬になると、ホタルカズラなどの貴重な植物が花を咲かせます。ベビーマッサージ体験

特別版

大学連携で民俗芸能を守ろう
　2月7日、田平町民センターで、昨年関係地区の民俗芸能の奉
納に協力した長崎国際大学の学生が、活動報告と意見交換会を行
い、本市の無形民俗文化財のうち11の保存会関係者20人が参加
しました。保存会が一堂に集い意見交換をするのは初めて。意見
交換会では、ほとんどの保存会が少子高齢化による人員不足を課
題としてあげ、学生からは「参加して楽しかった。ツアーの体験
メニューにしたらどうか」などという意見が出されました。



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
３月15日

４月
生まれ
募集中

Happy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

広報ひらど 平成27年３月号 16Hirado City Public Relations,2015.317
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Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「４月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

３月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

　深月少年消防クラブは、子どもたちの防火意識を高め

ることを目的に昭和49年に結成しました。２年ほど前ま

では、毎週土曜日に深月地区一帯を拍子木を使い、「火の

用心！マッチ１本火事の元」「父さん寝タバコやめましょ

う！」「姉さんアイロン気をつけて！」など、元気な掛け

声をかけながら子どもたちが周っていましたが、現在は、

少子化の影響もあり、毎月１回、小学１年生から中学２

年生までの児童・生徒６人で周っています。子どもたち

は「みんなで一緒に火の用心の掛け声をかけながら深月地

区を周れるのが楽しい」「自分たちの活動が深月地区の防

火の役に立てば」と楽しみとやりがいを持って活動してお

り、中には「お父さんみたいな立派な消防団員になりた

い！」という頼もしい声も！深月地区は民家が密集してお

り、もし火事が起きてしまうと大変です。私たちはこれ

からも深月地区の皆さんの防火意識の向上に役立てるよ

う、仲良くこの活動を続けていきたいと思っています。

■■ＴＥＡＭ ＤＡＴＡ■■

「深月少年消防クラブ」

地域の防火意識の向上に役立てば！
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施
設
適
正
化
基
本
方

針
」作
成
に
伴
い
、
皆
さ
ん
の
提
案
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

○
方
針
の
趣
旨　

本
市
に
は
、
老
朽
化
が
著
し

　

い
公
共
施
設
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
今
後
の

　

人
口
動
向
や
、
財
政
運
営
な
ど
を
踏
ま
え
、

　

公
共
施
設
を
適
正
に
管
理
し
て
い
く
必
要
が

　

あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
あ
り

　

方
や
考
え
方
を
ま
と
め
た
方
針
を
作
成
す
る

　

も
の
で
す
。

○
方
針
の
入
手
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
窓
口（
本
庁
３

　

階
情
報
公
開
室
・
各
支
所
地
域
振
興
課
・
各

　

出
張
所
お
よ
び
度
島
連
絡
所
）で
も
閲
覧
で

　

き
ま
す
。

○
意
見
の
募
集
期
限　

３
月
20
日（
金
）

○
意
見
の
提
出
方
法

　

①
行
革
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
へ

　
　

直
接
提
出

　

②
郵
便
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　
　

〒
８
５
９-

５
１
９
２

　
　

平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
０
８-

３

　
　

行
革
推
進
課
行
革
推
進
班

　
　

Ｅ
メ
ー
ル gyokaku@

city.hirado.lg.jp

　

参
の
上
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各

　

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け

　

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

３
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
よ
り
貸
し
出
し

　
　

可
能
で
す
。

　

※

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　
　

一
部
は
、「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
寄
附

　
　

金
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ュ
ー
レ
ン
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
定
番
の

ゲ
ー
ム
で
、
木
製
ダ
イ
ス
を
４
つ
の
穴
の
い
ず

れ
か
へ
滑
ら
せ
て
得
点
を
競
う
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
簡
単
に
楽
し
く
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
で

す
。

○
と　

き　

３
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜（
受

　

付
午
前
９
時
30
分
〜
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
広
場

○
参
加
料　

無
料

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商

　

館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
定　

員　

子
ど
も（
小
学
生
以
下
）50
人
、

　

一
般（
中
学
生
以
上
）50
人

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

　
　

℡
26-

０
６
３
６

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
６
３
８　

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
　

　

①
平
戸
地
区　

６
戸

　

②
生
月
地
区　

10
戸

　

③
田
平
地
区　

４
戸

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
め
切
り
日　

３
月
11
日（
水
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
全
て
の
要

　

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同
居
人
を
含
む
）

　

⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と
。

　

※

単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
高
齢
者
、

　
　

障
害
者
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書（
平
成
25
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
抽
選
会
は
、
た
び
ら
活
性
化
施
設

　

研
修
室
で
３
月
28
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と 

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
採
用
期
間　

平
成
27
年
４
月
以
降
の
必
要
な

　

期
間

　

※

必
要
に
応
じ
て
選
考
採
用
し
ま
す
。
欠
員

　
　

な
ど
が
無
い
場
合
は
、
登
録
し
て
も
採
用

　
　

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
職
務
内
容　

一
般
事
務
補
助
、
看
護
師
、
保

　

育
士
な
ど

○
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
〜
７
時
間
45
分

○
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
、
ま
た
は
総
務

　

課
・
各
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

※

看
護
師
、
保
育
士
と
し
て
登
録
を
希
望
す

　
　

る
人
は
、
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て

　
　

く
だ
さ
い
。

　

※

登
録
の
有
効
期
間
は
、
平
成
28
年
３
月
31

　
　

日（
木
）ま
で
で
、
提
出
書
類
は
返
却
し

　
　

ま
せ
ん
。

○
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

　

事
項
に
該
当
し
な
い
人

　

※

障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
介
助
な

　
　

し
で
職
務
遂
行
で
き
る
人

○
日
額
賃
金　

５
，
５
０
０
円（
事
務
補
助
・

　

７
時
間
45
分
勤
務
の
場
合
）

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
お
見
合
い
で
は
、
相
手
の

印
象
に
残
る「
自
己
ア
ピ
ー
ル
」や「
楽
し
い
会

話
」の
ス
キ
ル
が
必
要
で
す
。
出
会
い
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
さ
な
い
力
を
身
に
つ
け
た
い
！
そ
ん

な
男
性
の
た
め
に
、
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
第
一
印
象
を
高
め
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

○
と　

き　

３
月
22
日（
日
）午
前
９
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

出
会
い
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
会
話

　

力
の
ア
ッ
プ
、
異
性
に
好
印
象
を
持
た
れ
る

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
な
ど
、
結
婚
相
談
所

　

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
っ
て
ア
ド
バ

　

イ
ス
し
ま
す
。

○
対　

象　

20
歳
以
上
の
独
身
男
性（
市
内
在

　

住
の
人
限
定
）

○
定　

員　

30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

　

り
ま
す
）

○
申
込
締
め
切
り
日　

３
月
13
日（
金
）

○
申
込
方
法　
「
住
所
」「
氏
名
」「
年
齢
」「
連
絡

　

先
」を
電
話
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
入
場
料　

無
料

広報ひらど 平成27年3月号 18Hirado City Public Relations,2015.319

　市町村振興宝くじの収益金は、公益財団法人長崎県市町村振興協会の交付金交付規定に基づき、県内各市
町へ交付され、明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上に役立てられています。

平成26年度市町村振興宝くじ交付金の充当事業を報告します

                               事     業     名
図書購入事業
地域医療人材育成事業
図書購入事業
ごみ減量化推進交付金事業

                    名     称

サマージャンボ宝くじ交付金

オータムジャンボ宝くじ交付金

       金     額

10,118,000円

7,176,000円

ふるさと納税について菅官房長官と意見交換
　２月４日、黒田市長が、東京・永田町の首相官邸で、菅義偉官
房長官と面会し、平戸市へのふるさと納税の寄附申込額が全国の
自治体で初めて10億円を突破したことを報告しました。菅官房
長官は、総務相時代にふるさと納税制度を考案しており、黒田市
長は、「平戸市への寄付申込額が、現在、13億円を突破し日本一
になりました。地域活性化につながっています」などと現状を説
明し、約10分間、ふるさと納税などについて意見交換をしました。

 問企画財政課企画統計班　内線2343



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

　
「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
水
産
課
総
務
林
業
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
５
８

問
水
道
局
総
務
班

　

☎
22

-

３
８
３
８

水
道
局
か
ら
の
お
願
い

問
市
民
課
戸
籍
住
民
班

　

☎
内
線
２
５
２
１

臨
時
延
長
窓
口
を
開
設
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
５
１
６
５

平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

問
税
務
課
固
定
資
産
税
班

　

☎
内
線
２
６
１
２

固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
・
課
税

台
帳
が
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
内
線
２
３
７
１

長
崎
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す問

農
業
委
員
会
総
務
農
地
班

　

☎
内
線
２
６
５
２

農
地
台
帳
の
交
付
・
閲
覧
に
は

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
２

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例

制
度
に
つ
い
て

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
22

-

３
１
６
７

平
成
27
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

①
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
健
康
保
険

　
　
　

証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　

②
印
か
ん（
認
印
可
）

　

▼
代
理
人　

　
　

①
委
任
状　

　
　

②
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の　

　
　
　
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　

③
印
か
ん（
認
印
可
）

【
用
語
説
明
】

縦
覧　
「
土
地（
家
屋
）価
格
等
縦
覧
帳
簿
」を

　

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
土
地
や
家

　

屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
他
の
土
地

　

や
家
屋
と
比
較
で
き
ま
す
。

閲
覧　
「
固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）」

　

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
土
地
や

　

家
屋
、
償
却
資
産
の
内
容
・
評
価
額
な
ど
を

　

確
認
で
き
ま
す
。
借
地
・
借
家
人
も
閲
覧
対

　

象
と
な
り
ま
す
が
、
閲
覧
で
き
る
の
は
賃
貸

　

借
関
係
に
あ
る
土
地
、
家
屋
に
限
り
ま
す
。

　
　

　

今
年
も
３
月
１
日（
日
）か
ら
、
緑
の
募
金

活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
生
活
環
境
の
緑
化
を
図

り
、
緑
と
の
触
れ
合
い
の
多
い
健
康
で
豊
か
な

生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域
の
緑
化
や
、
水

を
育
む
重
要
な
役
割
を
果
た
す
森
林
の
整
備
を

は
じ
め
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
な

ど
幅
広
い
緑
化
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
募
金
方
法　

家
庭
募
金（
一
世
帯
１
０
０
円

　
○
と　

き　

３
月
15
日（
日
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

○
演　

題　
「
ネ
ッ
ト
に
奪
わ
れ
る
子
ど
も
た

　

ち
〜
ス
マ
ホ
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
依
存
へ
の
対

　

応
〜
」

○
講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア

　

専
務
理
事　

古
野　

陽
一
氏

○
入
場
料　

無
料

○
そ
の
他　

託
児
所
・
手
話
通
訳
あ
り

　

４
月
１
日（
水
）か
ら
、
平
成
27
年
度
の
固

定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
・
課
税
台
帳
が
縦
覧
・

閲
覧
で
き
ま
す
。

○
と　

き（
土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す)

　

▼
縦
覧　

４
月
１
日（
水
）〜
６
月
１
日（
月
）

　

▼
閲
覧　

４
月
１
日（
水
）以
降

○
と
こ
ろ　

税
務
課
固
定
資
産
税
班
、
ま
た
は

　

各
支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
、
度
島
連

　

絡
所（
閲
覧
の
み
）

○
持
参
す
る
も
の

　

▼
本　

人　

　

目
安
）・
職
場
募
金

○
募
金
活
動
期
間　

３
月
１
日（
日
）〜
５
月

　

31
日（
日
）

○
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種（
第
１
類
〜
第

　

６
類
）、
丙
種

○
と　

き　

６
月
14
日（
日
）午
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
立
大
学
お
よ
び
長
崎
大
学

　
（
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
）ほ
か

○
受
験
願
書
受
付
期
間

　

▼
書
面
申
請　

４
月
６
日（
月
）〜
17
日（
金
）

　

▼
電
子
申
請　

４
月
３
日（
金
）〜
14
日（
火
）

○
受
験
願
書
配
布
場
所　
（
一
財
）消
防
試
験
研

　

究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保

　

安
室
、
長
崎
県
各
振
興
局（
長
崎
、
県
央
を

　

除
く
）、
県
内
の
各
消
防
署

　　　

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日（
水
）

か
ら
、
農
地
台
帳
の
交
付
・
閲
覧
に
は
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

○
請
求
方
法　

農
業
委
員
会
窓
口
に
申
請
書
を

　

提
出

○
公
表
内
容　

農
地
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

　

事
項（※

公
表
さ
れ
な
い
事
項
も
あ
り
ま
す
。）

○
手
数
料　

閲
覧
・
交
付　

３
０
０
円

　

転
勤
な
ど
で
異
動
が
多
い
こ
の
時
期
、
昼
間

忙
し
く
て
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
臨
時

に
本
庁
の
市
民
課
窓
口
業
務
の
受
付
時
間
を
延

長
し
ま
す
。

　

転
入
・
転
出
届
の
受
け
付
け
や
、
市
民
課
取

り
扱
い
の
各
種
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
が
、
本
人
を
確
認
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
、
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

本
人
お
よ
び
世
帯
主
以
外
の
人
が
住
所
変
更

　

の
手
続
き
を
す
る
際
に
は
、
委
任
状
が
必
要

　

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
戸
籍
住
民
班
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
延
長
期
間　

３
月
23
日（
月
）〜
４
月
10
日

　
（
金
）（※

土
・
日
を
除
く
）

○
延
長
時
間　

午
後
７
時
ま
で

○
取
扱
窓
口　

市
民
課
戸
籍
住
民
班

「
水
道
の
開
始
・
休
止
な
ど
の
届
け
出
は
お
早

め
に
！
」

　

３
月
、
４
月
は
、
転
勤
や
進
学
な
ど
に
伴
う

異
動
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

水
道
の「
開
始
」、「
休
止
」、「
死
亡
な
ど
に

よ
る
名
義
変
更
」な
ど
の
届
け
出
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。「
開
始
」の
届
け
出
は
２

日
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、「
休
止
」の
届
け
出
が
な
い
と
、
基
本

料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

※

電
話
で
も
届
け
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
平
日
の
み
）。

「
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、『
口
座
振
替
』が

便
利
で
す
。」

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
通
帳
と
届
出

印
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
検
針
に
ご
協
力
を
！
」

　

検
針
員
が
毎
月
水
道
の
使
用
量
の
検
針
に
皆

さ
ん
の
お
宅
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
犬
を
つ
な
い
だ
り
、
荷
物

や
雑
草
で
ふ
さ
い
だ
り
し
な
い
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

土
・
日
・
祝
日
の
緊
急
用
件
に
つ
い
て
は
、

　

平
戸
浄
水
場（
℡
22-

２
５
７
７
）へ
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

　　

学
生
の
皆
さ
ん
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
申
請
し
た
年
度
の
４
月
か
ら
翌

年
の
３
月
ま
で
で
、
申
請
は
毎
年
度
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成

27
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人
は
、
３
月

下
旬
ご
ろ
に
、
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
人
は
、
こ

の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
す
る

こ
と
で
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ　

　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９

　

４
月
12
日（
日
）は
、
長
崎
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

○
告
示
日　

４
月
３
日（
金
）

○
投
票
日　

４
月
12
日（
日
）

○
投
票
で
き
る
人

　

①
平
成
７
年
４
月
13
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
　

で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

　

②
平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
に
平
戸
市
に
転

　
　

入
届
を
し
た
人
で
、
引
き
続
き
住
ん
で
い

　
　

る
人

〇
県
内
の
市
町
に
転
出
し
た
人
に
つ
い
て

　
　

平
戸
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

　

る
人
で
、
投
票
日
ま
で
に
県
内
の
他
の
市
町

　

に
転
出
し
た
人
が
、
平
戸
市
で
投
票
す
る
場

　

合
は
、「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

　

明
書
」が
必
要
で
す
。
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平
戸
ツ
バ
キ
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す

平
戸
園
芸
愛
好
会

☎
22-

２
６
５
２

問

不
妊
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

県
北
保
健
所

☎
57-

３
９
３
３

問

「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
ひ
な
祭
り
」を

開
催
し
ま
す

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

☎
26-

０
６
３
６

問

第
25
回
台
湾
親
善
訪
問
団
の
団
員
を

募
集
し
ま
す
平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
22-

３
０
６
０

申
・
問

松
浦
鉄
道
駅
の
サ
ブ
駅
名
を

募
集
し
ま
す
松
浦
鉄
道（
株
）営
業
部

☎
０
９
５
６-

25-

３
９
０
０

問

火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎１月末までの交通事故件数

◎１月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／33,781（－41）
　男性／15,811人（－16）
　女性／17,970人（－25）
■世帯数　14,284戸（－10）
※（　）は、前月との比較

平成27年2月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）１人（軽傷）10人

（９件）
（０人）
（15人）

5件
0人
11人

6件）
190件（147件）
　2件（

■ひらどふれあい

　福祉基金

○岩の上町
　西高野山平戸支部
　御詠歌一同　　様

ありがとう
　ございました。

　

な
い
た
め
中
止
」の
場
合
は
、
１
回
７
５
，

　

０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
申
請
締
め
切
り
日　

３
月
31
日（
火
）

　

※

平
成
26
年
度
中
に
治
療
を
受
け
た
人
で
、

　
　

締
め
切
り
日
ま
で
に
申
請
で
き
な
い
場
合

　
　

は
、
県
北
保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　
【
展
示
】３
月
15
日（
日
）〜
４
月

　

３
日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　
（※

４
月
３
日（
金
）は
正
午
ま
で
）

　
【
発
表
】３
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
２
階

○
内　

容　
【
展
示
】七
段
飾
り
ひ
な
人
形
、
88

 

年
前
の
日
米
親
善
青
い
目
の
人
形
、
長
崎
親

　

善
人
形
の
会
写
真
パ
ネ
ル
、
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ

　

カ
な
ど　
【
発
表
】平
戸
幼
稚
園
児
の
歌
、
遊

　

戯
な
ど
、
育
友
会
母
の
会
の
歌
、
紙
風
船
の

　

歌
な
ど

　

松
浦
鉄
道
沿
線
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
、「
地

域
に
愛
さ
れ
る
駅
名
」を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
内
容　

地
域
の
特
徴
に
あ
っ
た
サ
ブ
駅

　

名（
愛
称
）

○
対
象
駅　

た
び
ら
平
戸
口
駅
、
西
田
平
駅
、

　

ほ
か
８
駅

○
募
集
締
め
切
り
日　

３
月
31
日（
火
）

○
申
込
方
法　

松
浦
鉄
道（
株
）ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ（http://m
atutetu.com

/

）の
応
募
フ
ォ

　

ー
ム
、
も
し
く
は
松
浦
鉄
道
有
人
駅
で
配
布

　

さ
れ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
９
５
６-

22-

８
５
７
２
）で
応
募

　

し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
50
人
に「
Ｍ
Ｒ
一

　

日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
」が
ペ
ア
で
進
呈
さ
れ
ま

　

す
。

○
発　

表　

４
月
下
旬
に
松
浦
鉄
道
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

○
と　

き　

４
月
27
日（
月
）〜
30
日（
木
）

○
行　

程

　

▼
１
日
目　

台
北
視
察

　

▼
２
・
３
日
目　

台
南
視
察
・
鄭
成
功
文
化

　
　

節
へ
参
加

　

▼
４
日
目　

台
北
視
察

○
募
集
人
員　

25
人（
先
着
順
）

○
申
込
締
め
切
り
日　

３
月
31
日（
火
）

○
参
加
条
件　

訪
問
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　

提
出
す
る
こ
と

○
旅
行
代
金　

１
０
０
，
０
０
０
円
程
度

　

※
旅
行
代
金
の
ほ
か
に
、
旅
券（
パ
ス
ポ
ー

　
　

ト
）を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
そ
の
取
得

　
　

に
か
か
る
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
23-

８
６

　

０
１
）で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
平
戸
地
区
】

坂
口　

蒼
來 

静
臣 

津
吉
中
央

阿
立　

和
沙 

悠
太 

下
中
野

濵
﨑　

美
緒 

賢
一
郎 

大
久
保

新
吉
屋　

翼 

福
美 

宮
の
浦

田
中　

奏
太
郎 

秀
基 

西
の
久
保

森　
　

翔
平 

優
博 

度
島
浦

石
田
尾　

優 

夏
子 

上
大
垣

濵
﨑　

い
ろ
は 

誠 

西
の
久
保

小
北　

七
海 

直
幸 

薄
香
浦

石
元　

花
奈 

直
樹 

上
中
津
良

浦　
　

怜
恵
花 

恵
介 

前
津
吉
浜

中
島　

千 

重
徳 

高
麗
町　

門
川　

士
道 

英
則 

中
の
崎

【
田
平
地
区
】　

亀
澤　

さ
ゆ
り 

剛 

永
田

長
友　

璃
愛 

梓 

西
荻
田

芥
田　

翔 

和
幸 

小
崎

【
平
戸
地
区
】

石
田　

キ
ミ
ヱ 

81
歳 

1
／
14 

迎
紐
差

堤　
　

浩
繁 

85
歳 

1
／
15 

川
内
浦

森
山　

諒 

77
歳 

1
／
16 

津
吉
元

鈴
木　

勇 

88
歳 

1
／
17 

深
川

今
西　

要
一 

60
歳 
12
月
下
旬
頃 
度
島
中
部

牟
田　

武 

75
歳 

1
／
17 

度
島
中
部

德
永　

ヤ
ヱ
ノ 

84
歳 

1
／
20 

大
瀬

藤
田　
　

次
郎 

94
歳 

1
／
21 

木
ヶ
津
第
1

　

木　

宏
明 

68
歳 

1
／
21 

紺
屋
町

福
村　

ツ
ユ
子 

87
歳 

1
／
22 

山
野
・
白
石

尾
上　

勇 

90
歳 

1
／
23 

油
水

安
冨　

正
行 

62
歳 

1
／
23 

川
内
浦

品
田　

正
夫 

91
歳 

1
／
25 

猪
渡
谷

藤
田　
　

雄 

66
歳 

1
／
26 

迎
紐
差

平
田　

ミ
サ
子 

67
歳 

1
／
29 

根
獅
子
第
3

松
口　

光
男 

75
歳 

1
／
30 

根
獅
子
第
２

小
畑　

ヨ
シ
子 

87
歳 

1
／
30 

戸
石
川

大
井
手　

サ
ワ 

91
歳 

2
／
1 

神
崎

佐
野
屋　

敏
雄 

81
歳 

2
／
1 

亀
岡

黒
﨑　

喜
久
雄 

58
歳 

2
／
4 

大
佐
志

山
中　

睦
美 

71
歳 

2
／
4 

宮
の
町

尾
上　

種
治 

82
歳 

2
／
7 

油
水

前
田　

シ
ズ
ヱ 

105
歳 

2
／
7 

高
麗
町

本
山　

エ
イ 

93
歳 

2
／
9 

下
中
野

亀
渕　

ミ
チ
子 

91
歳 

2
／
9 

敷
佐

濵
﨑　

ス
ミ
ヱ 

93
歳 

2
／
10 

薄
香
浦

曽
川　

政
則 

83
歳 

2
／
11 

前
津
吉
浦

川
久
保　

久
雄 

88
歳 

2
／
12 

肥

大
久
保
慶
一
郎 

88
歳 

2
／
12 

肥

【
生
月
地
区
】

門　
　

政
雄 

101
歳 

1
／
18 
舘
浦
浜

田
﨑　

利
幸 

67
歳 

1
／
21 
堺
目

近
藤　

茂 

83
歳 

1
／
23 
舘
浦
屋
敷

町
田　

一
代 

68
歳 

1
／
23 
浦
南

森
田　

房
子 

65
歳 

1
／
29 
元
触

藤
田　

貞
夫 

67
歳 

2
／
3 
元
触

森
田　

静
枝 

85
歳 

2
／
3 
浦
北

中
村　

勝
英 

72
歳 

2
／
8 
浦
南

森　
　

佐
平 

91
歳 

2
／
9 
浦
南

鳥
飼　

鶴
松 

88
歳 

2
／
15 
堺
目

【
田
平
地
区
】

田
川　

勲 

87
歳 

1
／
16 
西
荻
田

山
内　

八
重
子 

87
歳 

1
／
30 
西
荻
田

宮
木　

ユ
キ
ヱ 

91
歳 

1
／
31 
平
戸
口

森　
　

嘉
信 

69
歳 

2
／
6 
小
崎

新
立　

ト
イ 

103
歳 

2
／
8 
下
寺

原　
　

美
子 

100
歳 

2
／
9 
上
里

野
口　

シ
ズ
子 

88
歳 

2
／
12 
外
目　
　

【
大
島
地
区
】

林　
　

和
敏 

63
歳 

1
／
23 
西
宇
戸

　
　
　
　
　
　

（
1
／
16
〜
２
／
15
受
付
分
）
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○
と　

き　

３
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

根
獅
子
町

○
内　

容　

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
５
０
０
本
を
植
栽
し
、

　

植
栽
者
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料

○
集
合
場
所　

根
獅
子
海
浜
公
園

　

※

植
樹
会
場
ま
で
は
送
迎
し
ま
す
の
で
、
午

　
　

前
９
時
30
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　

長
崎
県
で
は
、
不
妊
治
療
の
う
ち
、
高
額
の

治
療
費
が
か
か
る
特
定
不
妊
治
療（
体
外
授
精
・

顕
微
授
精
）の
治
療
費
の
一
部
助
成
を
行
な
っ

て
お
り
、
県
北
保
健
所
は
助
成
の
申
請
窓
口
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
対　

象

　

▼
夫
婦
の
両
方
ま
た
は
一
方
が
長
崎
県（
長

　
　

崎
市
を
除
く
）在
住
の
人

　

▼
夫
婦
の
前
年
の
合
計
所
得
額
が
７
３
０
万

　
　

円
未
満
の
人

　

▼
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
特
定
不
妊
治

　
　

療（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）を
受
け

　
　

た
人

○
助
成
の
内
容　

１
回
の
治
療
に
つ
き
１
５
０
，

　

０
０
０
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

　
「
凍
結
胚
移
植
」、「
採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら

　

れ
な
い
、
ま
た
は
状
態
の
よ
い
卵
が
得
ら
れ

さ
か
ぐ
ち 

　
そ　

ら 

や
す
と
み

　
あ　
だ
ち 

か
ず　
さ 

ゆ
う　
た

は
ま
さ
き 

　
み　

お 

け
ん
い
ち
ろ
う

し
ん
よ
し　
や 

つ
ば
さ 

ふ
く　
み

　
た　
な
か 

そ
う　
た　
ろ
う 

ひ
で　
き

も
り 

し
ょ
う
へ
い 

ま
さ
ひ
ろ

い
し　
だ　

お 

ゆ
う 

な
つ　
こ

は
ま
さ
き 

 

 
ま
こ
と

　
こ　
ぎ
た 

な
な　
み 

な
お
ゆ
き

い
し
も
と 

　
は　

な 

な
お　
き

う
ら　
べ 

　
れ　

え　

か 

け
い
す
け

な
か
し
ま 

せ
ん 

し
げ
の
り

か
ど
が
わ 

　
し　
ど
う 

ひ
で
の
り

か
め
ざ
わ 

 

た
け
し

な
が
と
も 

　
り　

あ 

あ
ず
さ

あ
く
た
だ 

し
ょ
う 

か
ず
ゆ
き

い
し　
だ

つ
つ
み 

ひ
ろ
し
げ

も
り
や
ま 

ま
こ
と

す
ず　
き 

い
さ
む　
　

い
ま
に
し 

よ
う
い
ち

  

む　

た 

た
け
し

と
く
な
が

ふ
じ　
た 

き
く　
じ　
ろ
う

あ
ら　
き 

ひ
ろ
あ
き

ふ
く
む
ら

お
の
う
え 

い
さ
む

や
す
と
み 

ま
さ
ゆ
き

し
な　
だ 

ま
さ　
お

ふ
じ　
た 

ひ
で　
お

ひ
ら　
た

ま
つ
ぐ
ち 

み
つ　
お

　
お　
ば
た

お
お　
い　

で

　
さ　

の　

や 

と
し　
お

く
ろ
さ
き 

　
き　

く　

お

や
ま
な
か 

む
つ　
み

お
の
う
え 

た
ね　
じ

ま
え　
だ

も
と
や
ま

か
め
ぶ
ち

は
ま
さ
き

　
そ　
が
わ 

ま
さ
の
り

か
わ　
く　

ぼ 

ひ
さ　
お

お
お　
く　

ぼ 
け
い
い
ち
ろ
う

　
　
　
　

か
ど 

ま
さ　
お

　
た　
さ
き 

と
し
ゆ
き

こ
ん
ど
う 

し
げ
る

ま
ち　
だ 

か
ず　
よ

も
り　
た 

ふ
さ　
こ　
　

ふ
じ　
た 

さ
だ　
お

も
り　
た 

し
ず　
え

な
か
む
ら 

か
つ
ひ
で

も
り 

さ　
へ
い

と
り
か
い 

つ
る
ま
つ

　
た　
が
わ 

い
さ
お

や
ま
う
ち 

　
や　

え　

こ

み
や　
き

も
り 

よ
し
の
ぶ

し
ん
た
て

は
ら 

よ
し　
こ

　
の　
ぐ
ち

　
は
や
し 

か
ず
と
し


